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は
じ
め
に

仏
教
は
漢
代
に
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
え
ら
れ
て
後
、
各
王
朝
の
交
替
と
共
に
変
化
し
、
隋
、
唐
時
代
に
至
っ
て
は
中
国
本
土
の

儒
教
、
道
教
と
融
合
し
、
イ
ン
ド
的
色
彩
を
脱
し
て
中
国
独
自
の
宗
教
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
従
っ
て
、
儒
者
た
ち
は
徐
々
に

仏
教
に
親
し
み
、
僧
侶
と
の
交
流
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
仏
教
思
想
を
詩
文
の
中
に
描
写
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
盛
唐
の
王
維
・
孟
浩

然
や
中
唐
の
白
居
易
・
柳
宗
元
の
如
く
、
仏
教
の
理
念
を
体
得
し
、
自
ら
の
魂
の
救
済
を
仏
教
に
求
め
た
仏
教
信
者
を
初
め
、
詩
の

中
に
仏
教
の
奥
義
を
詠
じ
る
こ
と
は
、
次
の
宋
代
以
降
も
多
く
見
ら
れ
る
。

元
朝
初
期
を
代
表
す
る
詩
人
耶
律
楚
材
（
�
�
�
○―

�
�
�
�
）
は
、
堯
舜
の
時
代
を
理
想
と
し
、
道
徳
倫
理
を
重
ん
じ
る
政

治
体
制
を
主
張
し
た
儒
教
徒
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
禅
仏
教
的
教
養
を
具
え
、
仏
教
の
理
念
や
奥
義
を
述
べ
た
文
学
作
品
を
多
く

残
し
て
い
る
。
最
近
の
耶
律
楚
材
の
思
想
に
関
す
る
研
究
で
は
、
耶
律
楚
材
の
言
動
か
ら
、
金
末
元
初
に
お
け
る
儒
・
道
・
仏
�
教

の
複
雑
な
関
係
を
模
索
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る纊
。
し
か
し
、
耶
律
楚
材
の
仏
教
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
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本
稿
は
、
耶
律
楚
材
の
詩
文
集
で
あ
る
『
湛
然
居
士
文
集褜
』
と
西
域
の
風
景
・
風
習
を
記
し
た
『
西
遊
録鍈
』
を
も
と
に
、
耶
律
楚

材
の
仏
教
思
想
の
受
容
と
そ
の
特
色
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

耶
律
楚
材
の
経
歴

耶
律
楚
材
の
経
歴
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
元
・
宋
子
貞
『
中
書
令
耶
律
公
神
道
碑
』
と
明
・
宋
濂
『
元
史
』
耶
律
楚
材
伝
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
耶
律
楚
材
、
字
は
晋
卿
、
号
は
玉
泉
、
法
号
は
湛
然
居
士
、
遼
（
契
丹
）
の
太
祖
耶
律
阿
保
機
の
長
男
で

あ
る
東
丹
国
王
耶
律
倍
の
�
世
の
末
裔
で
あ
る
。
彼
は
契
丹
人
の
血
を
引
い
て
い
る
が
、
代
々
中
国
文
化
に
親
し
み
漢
化
し
た
家
系

で
生
ま
れ
育
ち
、
祖
父
の
耶
律
聿
魯
、
父
の
耶
律
履
と
共
に
金
に
仕
え
た
。

幼
少
期
か
ら
書
籍
を
博
覧
し
、
天
文
、
地
理
、
律
暦
、
術
数
、
釈
老
、
医
ト
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
十
�
歳

の
時
に
、
蔭
位
に
よ
り
科
挙
を
免
ぜ
ら
れ
、
尚
書
省
の
下
級
官
僚
に
任
官
し
た
が
、
�
�
�
�
年
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
金
に
侵
攻
し
、

首
都
の
中
都
（
現
在
の
北
京
）
が
陥
落
し
た
際
、
捕
虜
と
な
り
、
曹
洞
宗
の
万
松
老
人銈
の
門
下
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
�
年
間
、
昼
夜

を
徹
し
た
修
行
を
積
み
、
�
�
�
�
年
に
万
松
老
人
か
ら
、
悟
り
を
開
い
た
証
と
な
る
印
可
証
を
授
か
っ
た蓜
。
そ
の
後
、
チ
ン
ギ
ス

汗
に
招
か
れ
て
政
治
に
復
帰
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
�
代
の
皇
帝
に
仕
え
、
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
の
経
済
、
税
制
、
法
律
の
整
備
に
尽
力

し
た
ほ
か
、
編
集
所
、
経
籍
所
を
設
立
し
、
官
吏
登
用
を
回
復
さ
せ
、
漢
文
明
を
保
存
す
る
大
事
業
に
務
め
た
。
オ
ゴ
タ
イ
汗
の
死

後
、
権
力
を
握
っ
た
皇
后
脱
列
哥
那
が
イ
ス
ラ
ム
商
人
奥
都
刺
合
蛮
を
財
務
官
僚
と
し
て
重
用
し
て
の
ち
、
楚
材
は
立
場
を
失
い
、

�
�
�
�
年
に
失
意
の
ま
ま
死
去
し
た
。
死
後
に
太
師
、
上
柱
国
、
広
寧
王
を
追
封
さ
れ
、
諡
は
文
正
で
あ
る
。

耶
律
楚
材
は
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
の
政
治
と
経
済
の
基
盤
を
築
き
上
げ
た
政
治
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
禅
仏
教
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

元
代
初
期
の
代
表
的
詩
人
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
。
治
国
救
民
を
志
し
、
生
涯
政
治
の
舞
台
で
活
躍
し
た
耶
律
楚
材
が
、
禅
仏
教
を
ど
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の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
、
彼
の
禅
仏
教
と
の
関
わ
り
、
体
得
お
よ
び
修
行
の
有
様
を
考
察
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

二　

耶
律
楚
材
の
仏
教
に
関
わ
っ
た
経
緯

耶
律
楚
材
が
幼
少
期
か
ら
仏
教
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
『
元
史
』
耶
律
楚
材
伝
に
明
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
自
ら
文
集
巻

十
�
「
琴
道
喻
�
十
韻
以
勉
忘
憂
進
道
并
序
」（
琴
道
喻
�
十
韻　

以
て
忘
憂
進
道
を
勉は
げ

ま
す　

並
び
に
序
）
に
「
余
幼
而
喜
仏
、
蓋

天
性
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
耶
律
楚
材
の
先
祖
の
遼
王
朝
と
彼
の
生
ま
れ
育
っ
た
金
王
朝
に
お
い
て
、
仏
教
思
想
は
す
で
に
民
衆
の

間
に
広
ま
り
、
非
漢
人
で
あ
る
契
丹
人
と
女
真
人
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。
耶
律
楚
材
の
宗
教
観
の
形
成
に
、
こ
の
よ
う
な
環
境
は

大
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
耶
律
家
及
び
耶
律
楚
材
の
幼
少
期
の
宗
教
的
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

先
祖
の
遼
朝
で
は
、
領
域
内
の
諸
民
族
、
特
に
契
丹
人
と
漢
民
族
の
融
和
を
は
か
る
た
め
、
聖
宗
、
興
宗
、
道
宗
を
は
じ
め
歴
代

の
皇
帝
は
契
丹
人
固
有
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
重
ん
じ
る
�
方
、
超
民
族
的
な
性
格
を
そ
な
え
る
仏
教
を
積
極
的
に
導

入
し
、
帰
依
し
た
。
そ
の
上
、
隋
代
に
始
め
ら
れ
た
房
山
石
刻
大
蔵
経
の
彫
刻
と
続
刻
の
大
事
業
が
国
家
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
、

蔵
経
の
音
韻
書
と
し
て
有
名
な
行
均
の
『
竜
龕
手
鑑
』
や
希
麟
の
『
続
�
切
経
音
義
』
十
巻
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。
更
に
、
寺
院
仏

閣
の
建
立
も
各
地
に
行
わ
れ
、
各
帝
も
仏
寺
に
行
幸
し
て
菩
薩
戒
を
受
け
る
ほ
ど
仏
教
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
後
の
金
朝
も
時
に
は
仏

教
抑
圧
政
策
を
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
前
代
の
仏
教
保
護
政
策
を
推
し
進
め
た
た
め
、
金
に
お
け
る
仏
教
の
盛
大
さ
は
遼
に

劣
ら
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
政
治
的
な
目
的
が
強
い
と
は
言
え
、
結
果
的
に
仏
教
は
民
間
の
宗
教
と
融
合
し
、
文
人
か
ら
庶
民
に
ま

で
浸
透
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
出
仕
を
志
向
す
る
耶
律
楚
材
に
と
っ
て
は
、
社
交
的
に
も
教
養
的
に
も
仏
教
に
関
す

る
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

耶
律
楚
材
の
仏
教
的
教
養
は
、
前
述
し
た
仏
教
的
環
境
の
下
で
、
自
ら
の
独
学
と
僧
侶
、
と
り
わ
け
聖
安
寺
の
澄
公
和
尚
と
の
交
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流
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
い
た
。
文
集
巻
�
「
万
松
老
人
評
唱
天
童
覚
和
尚
頌
古
従
容
菴
録
序
」（
万
松
老
人
天
童
覚
和
尚
頌
古
を
評

唱
せ
る
従
容
菴
録
の
序
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
予
在
京
師
時
、
禅
伯
甚
多
。
唯
聖
安
澄
公
和
尚
神
気
厳
明
、
言
辞
磊
落
、
予
独
重
之
。
故
嘗
訪
以
祖
道
、
屢
以
古
昔
尊
宿
語

録
中
所
得
者
扣
之
。
澄
公
間
有
許
可
者
、
予
亦
自
以
為
得
。

昔
予
京
師
に
在
り
し
時
、
禅
伯
甚
だ
多
し
。
唯
だ
聖
安
の
澄
公
和
尚
は
、
神
気
厳
明
、
言
辞
磊
落
た
り
。
予
独
り
之
を
重
ん
ず
。

故
に
嘗
て
訪と

う
に
祖
道
を
以
て
し
、
し
ば
し
ば
古
昔
の
尊
宿
語
録
中
に
得
る
所
の
者
を
以
て
之
に
扣と

う
。
澄
公
ま
ま
許
可
す
る

こ
と
有
り
。
予
も
ま
た
自
ら
以
て
得
た
り
と
為
す
。

右
の
序
文
は
、
耶
律
楚
材
が
常
に
澄
公
和
尚
と
交
流
を
重
ね
、
日
常
的
に
禅
に
接
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
ま
だ
社
交
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
仕
官
を
目
指
す
儒
者
と
し
て
の
理
念
に
及
ぶ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

�
方
、
�
�
�
�
年
、
金
の
都
中
都
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
包
囲
さ
れ
た
こ
と
と
、
宮
廷
内
に
起
こ
っ
た
民
族
間
の
摩
擦
に
絶
望
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
耶
律
楚
材
は
曹
洞
宗
の
万
松
老
人
の
門
下
に
入
る
。
そ
こ
で
、
政
治
に
復
帰
す
る
ま
で
�
年
間
修
行
を
積
み
、
万

松
老
人
の
印
可
を
得
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
禅
仏
教
に
関
す
る
教
養
が
か
な
り
高
い
水
準
に
達
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。『
湛
然
居
士

文
集
』
に
お
け
る
万
松
老
人
の
序
文
及
び
、
文
集
巻
�
「
万
松
老
人
評
唱
天
童
覚
和
尚
頌
古
従
容
菴
録
序
」
に
、
当
時
の
様
子
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

予
既
謁
万
松
、
杜
絶
人
迹
、
屏
斥
家
務
、
雖
祁
寒
大
暑
、
無
日
不
参
。
焚
膏
継
晷
、
廃
寝
忘
餐
者
幾
�
年
。
誤
被
法
恩
、
謬

膺
子
印
、
以
湛
然
居
士
従
源
目
之
。

予
既
に
万
松
に
謁
し
、
人
迹
を
杜
絶
し
、
家
務
を
屏へ
い
せ
き斥
す
。
祁
寒
大
暑
と
雖
も
、
日
と
し
て
参
ぜ
ざ
る
こ
と
無
し
。
膏こ
う

を
焚
い

て
晷き

に
継
ぎ
、
寝
を
廃
し
餐
を
忘
る
る
こ
と
�
年
に
幾ち
か

し
。
誤
り
て
法
恩
を
被
り
、
謬
り
て
子
が
印
を
膺う

け
、
湛
然
居
士
従
源
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を
以
て
之
を
目
す
。

ま
た
、
同
じ
文
中
に
、
耶
律
楚
材
は
自
ら
仏
門
に
入
っ
た
当
初
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
明
か
し
て
い
る
。

及
遭
憂
患
以
来
、
功
名
之
心
、
束
之
高
閣
、
求
祖
道
愈
亟
。

憂
患
に
遭
う
に
及
び
て
以
来
、
功
名
の
心
、
之
を
高
閣
に
束つ
か

ね
、
祖
道
を
求
め
る
こ
と
愈
い
よ
い
よ

亟
す
み
や
かな
り
。

耶
律
楚
材
が
禅
仏
教
に
入
門
し
た
こ
と
に
つ
き
、
毛
忠
賢
は
『
中
国
曹
洞
宗
通
史
』（
江
西
人
民
出
版
社　

�
○
○
六
年
）
に
、
耶

律
楚
材
は
金
に
仕
え
た
が
、
左
右
司
員
外
郎
の
職
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
志
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遂
に
仏
門
に
帰
依

し
た俉
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
反
蒙
古
的
で
は
な
い
宗
教
に
対

し
て
寛
大
か
つ
平
等
に
扱
っ
て
い
た
た
め
、
耶
律
楚
材
は
身
の
安
全
を
考
え
て
仏
教
側
に
身
を
投
じ
、
政
治
復
帰
を
期
待
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
教
に
傾
倒
し
た
文
人
た
ち
の
例
を
考
え
れ
ば
、
政
治
的
に
失
脚
し
た
後
、
官
禄
名
利
の
世
界
に
お
け

る
�
時
の
煩
悩
を
解
消
し
、
道
徳
倫
理
の
束
縛
か
ら
離
脱
し
た
い
が
た
め
に
仏
教
に
帰
依
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
耶
律
楚
材
も

国
を
失
う
な
ど
不
測
の
事
態
に
陥
り
、
こ
の
不
運
な
境
遇
を
打
開
す
る
方
途
と
し
て
仏
教
に
取
り
組
も
う
と
は
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
更
に
、
耶
律
楚
材
に
仏
教
の
教
え
を
伝
授
し
た
万
松
老
人
は
金
代
仏
教
第
�
の
高
僧
と
称
さ
れ炻
、
章
宗
の
と
き
頻
繁
に
禁
中

に
招
か
れ
て
説
法
す
る
な
ど
、
僧
侶
の
中
で
も
大
変
注
目
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
仕
官
を
求
め
る
た
め
に
は
彼
の
よ
う
な
人
物

の
知
遇
を
得
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
禅
仏
教
的
思
想
が
彼
の
政
治
活
動
に
お
い
て

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

三　

耶
律
楚
材
の
仏
教
思
想
の
受
容　

耶
律
楚
材
の
文
集
を
紐
解
く
と
、
禅
師
に
与
え
た
詩
、
曹
洞
宗
の
宗
旨
を
詠
じ
た
偈
頌
、
寺
院
の
住
持
に
贈
っ
た
疏
が
至
る
と
こ
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ろ
に
見
え
る
。
例
え
ば
、
仏
教
僧
と
の
贈
答
の
詩
に
は
「
和
百
拙
禅
師
韻
」、「
従
聖
安
澄
老
借
書
」、「
寄
雲
中
臥
仏
寺
照
老
」、「
寄

平
陽
浄
名
院
潤
老
」、「
贈
雲
川
張
道
人
」、「
過
天
寧
寺
用
彦
老
韻
�
首
」、「
過
清
源
謝
汾
水
禅
師
見
訪
」、「
和
万
松
老
人
真
賛
」、「
和

竹
林
�
禅
師
韻
」、「
祝
忘
憂
居
士
韻
」、「
謝
禅
師
□
公
寄
閭
山
紫
玉
」（
□
は
�
字
缺
）、「
過
清
源
贈
法
雲
禅
師
」、「
贈
�
台
長
老
」、

「
用
昭
禅
師
韻
�
首
」、「
西
域
寄
中
州
禅
老
」、「
松
月
老
人
寄
詩
因
元
韻
」、「
寄
平
陽
浄
名
潤
老
」、「
寄
武
川
摩
訶
院
円
明
老
人
�

首
」、「
寄
休
林
老
人
」、「
和
松
菊
堂
照
老
人
見
寄
�
詩
」、「
和
房
長
老
�
絶
」、「
寄
雲
中
東
堂
和
尚
」、「
寄
聖
安
澄
公
禅
師
」、「
寄

甘
泉
禅
師
謝
恵
書
」、「
寄
東
林
（
法
隆
和
尚
）」、「
寄
万
松
老
人
書
」、「
寄
甘
泉
恵
公
和
尚
」、「
寄
万
寿
潤
公
禅
師
」、「
寄
聖
安
澄
老

乞
薬
」、「
寄
東
林
同
参
」、「
寄
簡
堂
頭
」
等
が
あ
る
。

曹
洞
宗
の
宗
旨
を
詠
じ
た
偈
頌
に
は
、
曹
洞
宗
の
開
祖
洞
山
良
价
の
確
立
さ
せ
た
�
位
思
想
を
讃
え
た
「
洞
山
�
位
頌
」
と
「
太

陽
十
六
題昱
」
が
あ
る
。
偈
頌
は
元
代
初
期
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宋
の
時
代
に
禅
僧
が
官
僚
と
の
社
交
手
段
と
し
て
詩
文
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
禅
僧
の
作
品
が
俗
化
し
て
在
俗
の
作
品
と
ほ
と
ん
ど
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
南
宋
の
末

か
ら
徐
々
に
こ
れ
を
反
省
す
る
よ
う
な
傾
向
が
現
れ
、
元
代
初
期
に
至
っ
て
い
わ
ゆ
る
偈
頌
主
義
の
運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
詩

文
の
形
は
在
俗
の
も
の
と
変
わ
り
は
な
く
て
も
良
い
が
、
そ
の
題
材
を
仏
教
の
域
内
に
止
め
よ
う
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
古
林
清
茂

（
�
�
六
�―

�
�
�
�
）
な
ど
を
中
心
と
す
る
臨
済
宗
の
松
源
派
の
禅
宗
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た棈
。
従
っ
て
、
経
典
や
仏
像
、
祖
師

像
を
主
題
と
す
る
も
の
が
中
心
と
な
り
、
ま
た
新
し
く
某
寺
の
住
持
に
任
命
さ
れ
た
人
の
就
任
を
迎
え
た
り
、
勧
誘
し
た
り
、
慶
賀

し
た
り
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
「
疏
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
集
に
は
そ
の
よ
う
な
疏
も
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
僧
と
寺
院
を
想
定
し
た
詩
の
中
に
仏
教
的
内
容
・
思
想
が
多
く
詠
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
居
士
や
文
人
と

の
贈
答
詩
の
中
に
も
仏
教
的
要
素
を
濃
厚
に
帯
び
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
踏
ま
え
て
耶
律
楚
材
の
禅
仏
教
的
思
想
を
考

え
て
み
た
い
。
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耶
律
楚
材
の
禅
に
関
す
る
理
解
は
、
時
間
と
空
間
の
超
越
及
び
、
迷
い
と
悟
り
の
境
地
に
関
す
る
描
写
の
中
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
彼
の
禅
仏
教
に
関
す
る
知
識
・
教
養
の
深
さ
が
伺
え
る
。
例
え
ば
、
文
集
巻
�
「
用
万
松
老
人
韻
作
十
詩
寄
鄭
景
賢
」（
万
松

老
人
の
韻
を
用
い
て
十
詩
を
作
り
鄭
景
賢
に
寄
す
）
其
�
に

箇
事
不
容
針　
　

箇こ

の
事　

針
を
容
れ
ず

迷
徒
自
陸
沈　
　

迷
徒　

自
ず
か
ら
陸
沈
す

西
天
�
歩
遠　
　

西
天
も
�
歩
の
遠
き
に
あ
り

東
海
�
盃
深　
　

東
海
も
�
盃
の
深
き
に
あ
り

凉
月
盛
玄
鉢　
　

凉
月
を
玄
鉢
に
盛
り

軽
雲
剪
素
襟　
　

軽
雲
を
素
襟
に
剪き

る

曹
渓
無
�
滴　
　

曹
渓
に
�
滴
無
く

波
浪
沸
禅
林　
　

波
浪　

禅
林
を
沸
か
す

箇
の
こ
と
、
つ
ま
り
さ
と
り
と
い
う
も
の
は
、
自
と
他
が
ぴ
っ
た
り
と
な
り
、
そ
の
間
に
針
�
本
す
ら
割
り
込
む
余
地
が
な
い
。

し
か
る
に
迷
い
の
世
界
と
い
う
も
の
は
、
自
ず
と
自
も
他
も
沈
ん
で
亡
び
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
さ
と
り
の
世
界
に
立
て
ば
、
遠

い
イ
ン
ド
も
�
歩
先
に
看
取
で
き
、
東
の
海
も
い
っ
ぱ
い
の
杯
の
深
さ
に
擬
せ
ら
れ
る
。
ま
た
皎
々
た
る
秋
の
月
を
黒
い
応
量
器
に

盛
り
付
け
、
薄
雲
を
白
い
襟
も
と
で
き
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
さ
と
り
は
、
曹
溪
山
の
六
祖
慧
能
よ
り
�
家
�
宗
に

分
か
れ
て
展
開
し
、
各
地
の
禅
林
に
さ
と
り
の
熱
湯
を
沸
騰
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
�
句
目
か
ら
六
句
目
に
お
い
て
、
悟
り
の
世
界
を
具
体
且
つ
象
徴
的
に
述
べ
、
世
俗
を
超
越
し
、
自
然
と
共
に
生
活
す

る
禅
者
の
境
界
を
描
い
て
い
る
。
詩
全
体
を
通
し
て
、
現
実
の
生
活
に
心
を
煩
わ
さ
れ
な
い
平
静
な
世
界
、
ま
た
は
脱
俗
的
な
高
い
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精
神
的
境
地
に
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
詩
人
の
心
情
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
比
喩
的
、
象
徴
的
な
表
現
は
深
い

禅
味
を
匂
わ
せ
、
世
俗
を
離
れ
た
枯
淡
な
風
趣
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

耶
律
楚
材
の
仏
教
的
教
養
の
現
れ
を
他
の
点
に
求
め
る
と
、
仏
教
用
語
を
用
い
、「
�
切
皆
空
」、「
�
切
衆
生
悉
有
仏
性
」、「
生
死

即
涅
槃
」
と
い
っ
た
仏
教
の
根
本
的
な
教
理
を
詩
の
中
に
描
写
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
集
巻
�
「
和
房
長
老
�
絶
」（
房
長
老
の
�

絶
に
和
す
）
其
�
に

生
死
与
涅
槃　
　

生
死
と
涅
槃
と

都
如
昨
夢
耳　
　

す
べ
て
昨
夢
の
如
き
の
み

覚
後
咲
呵
呵　
　

覚
め
て
後
咲わ
ら

う
こ
と
呵
呵
た
り

無
彼
亦
無
此　
　

彼
も
無
く
ま
た
此
れ
も
無
し

生
死
と
涅
槃
、
思
え
ば
す
べ
て
昨
夜
の
夢
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
夢
か
ら
覚
め
て
み
て
、
初
め
て
呵
々
と
大
笑
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
彼
此
と
か
、
是
非
と
い
っ
た
対
待
の
�
見
の
執
ら
わ
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

仏
教
で
は
、
生
死
と
は
煩
悩
、
迷
い
、
苦
し
み
の
世
界
を
言
い
、
涅
槃
と
は
煩
悩
を
断
っ
て
絶
対
的
な
静
寂
に
達
し
た
悟
り
の
境

地
を
言
う
。
耶
律
楚
材
は
こ
の
詩
に
お
い
て
、
生
死
と
涅
槃
、
彼
此
是
非
と
い
っ
た
仏
教
用
語
を
用
い
、「
生
死
即
涅
槃
」
の
悟
境
を

示
す
と
と
も
に
、
そ
の
中
か
ら
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
耶
律
楚
材
は
仏
教
教
理
の
造
詣
を
積
極
的
に
詩
の
中
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
詩
人
自
身
が
自
由
自
在
な
禅
的
境
地
、

無
我
の
境
地
に
至
り
、
真
の
自
己
を
見
つ
け
、
人
間
世
界
に
お
け
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
ま
た
そ
の
中
で
自
分
の
存
在
価
値
を

求
め
よ
う
と
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
耶
律
楚
材
に
こ
の
よ
う
な
心
境
を
吐
露
さ
せ
た
背
景
に
は
、
諸
宗
教
共
存
す
る
元
代
初
期
、

仏
教
を
尊
崇
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
耶
律
楚
材
は
さ
ら
に
、
悟
り
の
境
地
な
ど
宗
教
的
内
容
を
表
現
す
る
偈
頌
を
作
り
、
禅
宗
に
つ
い

て
の
造
詣
の
深
さ
を
伺
わ
せ
る
。
代
表
的
な
作
品
は
、
曹
洞
宗
の
派
祖
洞
山
良
价
と
曹
山
本
寂
の
確
立
さ
せ
た
�
位
思
想
を
讃
え
た

「
洞
山
�
位
頌
」
で
あ
る
。
�
位
と
は
、
洞
山
良
价
と
曹
山
本
寂
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
曹
洞
宗
宗
旨
で
あ
り
、
偏
正
�
位
・
君
臣
�

位
・
功
勲
�
位
・
王
子
�
位
の
�
種
が
あ
り
、『
人
天
眼
目
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
偏
正
�
位
説
（「
正
中
偏
」、「
偏
中
正
」、

「
正
中
来
」、「
偏
中
至
」、「
兼
中
到
」）
は
最
も
広
く
用
い
ら
れ
た鋹
。
偏
正
�
位
説
と
は
、
仏
祖
道
の
実
践
に
お
い
て
区
別
を
超
え
た

無
我
の
面
を
正
位
と
し
、
区
別
の
我
の
面
を
偏
位
と
し
、
こ
の
無
我
と
我
、
即
ち
正
位
と
偏
位
の
�
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
仏
道
を
捉

え
る
も
の
で
あ
る曻
。

耶
律
楚
材
の
「
洞
山
�
位
頌
」
は
正
と
偏
と
を
交
互
に
し
、
悟
り
へ
の
道
を
�
段
階
に
分
け
て
説
示
し
た
偈
頌
で
あ
る
。
毛
忠
賢

『
中
国
曹
洞
宗
通
史
』（
江
西
人
民
出
版
社　

�
○
○
六
年
）
に
よ
れ
ば
、「
正
」
は
空
、
体
、
理
、
道
な
ど
、
精
神
的
本
体
で
あ
り
、

「
偏
」
は
有
、
用
、
事
、
相
な
ど
、
本
体
か
ら
顕
現
し
て
く
る
現
象
で
あ
る
。「
正
中
偏
」
は
、
真
実
義
は
現
象
か
ら
離
れ
る
も
の
で

は
な
く
、「
偏
中
正
」
は
現
象
も
ま
た
真
実
義
に
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、「
正
中
来
」、「
偏
中
至
」
は
真
実
義
と
現
象
い

ず
れ
も
正
或
い
は
偏
に
偏
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
兼
ね
あ
っ
て
正
位
と
偏
位
を
絶
し
た
と
こ
ろ
に
仏
教
の
究
境
、
最
上
至
極
が
あ
る

と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
�
切
の
事
物
は
す
べ
て
幻
相
で
あ
り
、
そ
の
存
在
関
係
も
ま
た
真
実
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る彅
。
そ

こ
で
、｢

洞
山
�
位
頌｣

の
「
正
中
偏
」、「
兼
中
到
」
を
例
と
し
て
挙
げ
よ
う
。

　

正
中
偏

十
月
澄
江
徹
底
氷　
　

十
月
の
澄
江　

底
に
徹
し
て
氷
り

梅
花
江
路
破
瑶
英　
　

梅
花
江
路
に
瑶
英
を
破
る

寒
斎
冷
坐
人
無
寐　
　

寒
斎
の
冷
坐　

人
の
寐い

ぬ
る
無
く
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雪
映
書
窓
�
夜
明　
　

雪
は
書
窓
に
映
じ
て
�
夜
明
る
し

　

兼
中
到

水
窮
山
尽
懸
涯
外　
　

水
は
窮
ま
り
山
は
尽
く
懸
涯
の
外

海
角
天
涯
雲
更
遮　
　

海
角
天
涯
に　

雲
更
に
遮さ
え
ぎる

撒
手
転
身
人
不
識　
　

手
を
撒は
な

し
て
身
を
転
ず
る
も　

人
識
ら
ず

廻
途
隨
分
納
些
些　
　

廻
途
随
分
に
些さ

さ些
を
納
む

「
正
中
偏
」、「
偏
中
正
」、「
正
中
来
」、「
偏
中
至
」、「
兼
中
到
」
に
お
い
て
、
耶
律
楚
材
は
座
禅
を
組
む
こ
と
か
ら
始
め
、
徐
々
に

悟
り
の
道
が
開
か
れ
、
最
後
に
崖
か
ら
手
を
放
し
て
禅
的
境
地
に
至
る
と
い
う
段
階
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、
前
述
し
た
元
代
初
期
に
禅
宗
は
最
も
尊
ば
れ
て
い
た
こ
と
と
、
元
初
に
行
わ
れ
た
偈
頌
主
義
の
運
動
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
耶
律
楚
材
が
仏
教
的
題
材
を
用
い
、
禅
的
表
現
に
取
り
組
む
場
合
、
し
か
る
べ
き
仏
教
知
識
、
な
い
し
は
体
験
が
彼

の
詩
の
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

�
方
、
耶
律
楚
材
の
詩
に
仏
教
の
説
く
�
世
因
果
、
霊
魂
不
滅
、
諸
法
無
我
な
ど
の
教
え
や
、
現
実
の
行
為
が
未
来
の
果
報
を
導

く
と
い
う
思
想
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。
未
来
で
の
実
現
を
夢
想
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
現
実
の
中
に
達
成
を
期
待
し

て
い
る
点
に
お
い
て
、
彼
は
禅
仏
教
を
ど
れ
ほ
ど
信
仰
し
て
い
た
の
か
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
文
集
巻
六
「
西
域
和
王

君
玉
詩
�
十
首
」（
西
域
に
て
王
君
玉
の
詩
�
十
首
に
和
す
）
其
十
�
に

每
遇
開
樽
邀
素
月　
　

樽
を
開
く
に
遇
う
毎
に
素
月
を
邀む
か

え

常
因
盥
手
掬
寒
泉　
　

常
に
手
を
盥あ
ら

う
に
因
り
て
寒
泉
を
掬す
く

う
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衰
翁
自
揣
何
多
幸　
　

衰
翁
自
ら
揣は
か

る　

何
ぞ
多
幸
な
る
と

未
死
中
間
楽
此
玄　
　

未
だ
死
せ
ざ
れ
ば　

中
間
に
こ
の
玄
を
楽
し
ま
ん

酒
樽
を
開
く
機
会
に
遇
う
ご
と
に
、
明
日
を
賞
づ
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
手
を
洗
う
た
め
、
冷
た
い
泉
を
す
く
い
あ
げ
る
の
で

あ
る
。
衰わ
た
し翁
が
自
ら
自
分
は
な
ん
と
幸
せ
に
恵
ま
れ
て
い
る
身
で
あ
る
こ
と
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
死
に
至
る
ま
で
こ
の
奥
深
い
原

理
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
は
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
仏
教
の
奥
深
い
原
理
を
楽
し
み
、
自
然
の
中
に
安
ら
か
な
心
境
を
構
築
し
よ
う
と
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
宋
代
の
知
的
、
宗
教
的
な
禅
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
知
的
に
洗
練
さ
れ
た
内
容
が
絶
対

的
、
超
越
的
な
も
の
か
ら
脱
し
て
、
日
常
的
、
現
実
的
に
内
面
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
耶
律
楚
材
の
禅
的
思
考
に
は
、
現
実
に
対
す
る
退
屈
と
と
も
に
空
虚
と
不
安
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
、
生
き
て
い
る
人
間

の
真
の
生
き
甲
斐
、
若
し
く
は
人
生
の
充
実
感
を
禅
仏
教
に
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
�
「
復
用
前
韻
唱

玄
」（
復
び
前
韻
を
用
い
て
玄
を
唱
う
）
で
も
同
様
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

�
筆
劃
断
閑
是
非　
　

�
筆
劃
断
す
れ
ば
是は
か
ら
い非
を
閑と

じ

万
事
都
忘
楽
岑
寂　
　

万
事
を
都す

べ
て
忘
れ
岑し
ん
じ
ゃ
く寂を
楽
し
む

功
名
半
紙
幾
字
行　
　

功
名
も
半
紙
に　

字
幾
行

競
羡
成
績
書
太
常　
　

成
績
を
競
羨
し
て
太
常
に
書
せ
し
む

只
知
牢
筴
饗
芻
豢　
　

只
知
る　

牢ろ
う
き
ょ
う筴に
芻す
う
け
ん豢
を
饗
し

不
思
臨
刃
心
悲
惶　
　

刃
に
臨
む
も　

心
に
悲
惶
を
思
わ
ざ
る
を

何
如
打
坐
蒲
団
上　
　

い
か
ん
ぞ
や　

蒲
団
の
上
に
打
坐
す
る
と
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参
透
昇
平
本
無
象　
　

参
透
す
る
昇
平
は
本も
と

無
象

�
筆
、
筆
を
お
ろ
せ
ば
是
非
を
遮
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
、
万
事
を
す
べ
て
忘
れ
ひ
っ
そ
り
と
も
の
静
か
さ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
手
柄
と
か
名
声
と
い
っ
た
も
の
は
紙
切
れ
に
記
し
た
幾
行
か
の
文
字
に
過
ぎ
な
い
も
の
。
し
か
し
、
人
は
み
な
成
績
を

競
い
合
っ
て
よ
く
見
せ
か
け
、
そ
れ
を
太
常
官
に
記
録
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
と
は
裏
は
ら
に
、
た
だ
豚
小
屋
の
中
で
も
最
高
級

の
ご
馳
走
を
平
然
と
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
刃
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
悲
し
み
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
、
平
気
で
い
ら
れ
る
人
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
さ
ま
は
、
座
布
団
の
上
で
座
禅
を
組
ん
だ
境
地
と
、
�
体
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

清
・
王
国
維
「
耶
律
文
正
公
年
譜丨
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
耶
律
楚
材
が
�
�
�
�
年
か
ら
�
�
�
�
年
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の
軍
隊

に
随
行
し
征
西
し
て
い
た
際
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
名
誉
と
利
益
を
競
い
合
う
官
僚
世
界
と
、
い
か
な
る
場
所
、
い
か
な
る
状
況

に
陥
っ
て
も
悲
し
み
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
平
然
と
し
て
い
ら
れ
る
禅
人
の
世
界
を
比
較
し
、
禅
の
奥
深
い
道
理
を
詠
い
な
が
ら
、
う

わ
べ
だ
け
の
も
の
を
追
い
求
め
る
為
政
者
の
堕
落
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
�
「
過
天
山
和
上
人
韻
�
絶
」（
天
山
を
過
ぎ

り
て
上
人
の
韻
�
絶
に
和
す
）
で
も
同
様
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

�
入
空
門
我
暢
哉　
　

�
た
び
空
門
に
入
り
し
よ
り
我
暢
び
や
か
な
る
哉

浮
雲
名
利
已
忘
懐　
　

浮
雲
名
利　

已
に
懐
に
忘
る

無
心
対
境
誰
能
識　
　

無
心
に
境
に
対
す
る
こ
と
誰
れ
か
よ
く
識
ら
ん
や

優
鉢
羅
花
火
裡
開　
　

優
鉢
羅
花　

火
裡
に
開
く

�
度
仏
門
に
入
っ
て
か
ら
、
私
は
な
ん
と
の
び
の
び
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
。
浮
く
雲
の
よ
う
に
軽
い
名
聞
利
養
と
い
う
も

の
を
、
す
で
に
胸
に
思
い
抱
く
こ
と
か
ら
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
た
。
無
心
に
外
境
（
現
象
）
に
対
す
る
こ
と
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
境
地
を
誰
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
睡
蓮
が
火
中
に
咲
き
だ
し
た
よ
う
な
境
地
を
。
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こ
れ
ら
の
詩
か
ら
わ
か
る
の
は
、
耶
律
楚
材
の
禅
仏
教
的
知
識
と
教
養
は
並
み
な
ら
ぬ
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
現
実
世
界
か
ら

逃
れ
る
精
神
的
な
支
え
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
の
根
底
に
は
、
恬
淡
無
欲
な
禅
の
思
想
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

が
、
彼
の
教
養
の
基
盤
で
あ
る
儒
教
の
思
想
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

四　

儒
教
と
仏
教
に
つ
い
て

耶
律
楚
材
は
儒
者
で
あ
る
と
と
も
に
禅
仏
教
的
教
養
も
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

儒
教
と
禅
仏
教
の
基
本
思
想
は
全
く
異
な
る
が
、
唐
宋
の
時
代
か
ら
、
白
居
易
、
蘇
軾
を
初
め
多
く
の
文
人
は
儒
教
と
仏
教
を
兼
修

し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
は
、
政
治
的
に
失
脚
し
た
後
世
間
か
ら
身
を
引
い
て
仏
教
に
帰
依
す
る
の
が
�
般
的
で
あ
っ
た
。

�
方
、
耶
律
楚
材
は
仏
門
を
出
て
か
ら
政
治
に
復
帰
し
、
占
い
師
か
ら
宰
相
に
ま
で
上
り
詰
め
た
政
治
指
導
者
で
あ
る
。
彼
の
作
品

は
単
純
に
儒
教
或
い
は
仏
教
に
偏
る
こ
と
な
く
、
仏
教
的
思
想
を
表
す
表
現
の
中
に
儒
教
的
な
思
想
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
故
に
、

耶
律
楚
材
の
禅
仏
教
的
思
想
を
考
察
す
る
際
、
仏
教
と
儒
教
の
両
面
か
ら
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

仏
教
は
漢
代
に
中
国
に
伝
来
し
て
以
来
、
儒
教
並
び
に
道
教
と
長
期
に
渡
っ
て
優
劣
、
是
非
の
論
争
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
�
教

論
争
は
�
国
時
代
の
牟
子
の
『
理
惑
論仡
』
に
お
け
る
調
和
説
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
っ
て
唐
代
に
至
り
、
韓

愈
を
代
表
と
す
る
排
仏
論
者
が
現
れ
た
も
の
の
、
王
維
、
白
居
易
を
は
じ
め
、
孟
浩
然
、
王
昌
齢
、
王
之
渙
、
李
白
、
柳
宗
元
、
李

商
隠
等
、
仏
教
の
奥
義
、
教
理
、
無
欲
恬
淡
な
ど
を
詠
っ
た
詩
人
が
次
々
に
誕
生
し
、
仏
教
は
文
人
の
知
識
と
教
養
の
�
環
と
し
て

盛
ん
に
な
る
。
�
方
、
宋
代
に
至
り
、
儒
教
と
仏
教
の
優
劣
論
争
が
再
び
活
発
に
な
る
。
朱
熹
、
王
安
石
、
蘇
軾
を
は
じ
め
、
多
く

の
士
大
夫
は
仏
教
的
造
詣
が
深
か
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
仏
教
教
理
を
深
く
研
究
し
、
仏
門
に
入
っ
た
人
も
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、

欧
陽
脩
、
李
泰
伯
、
張
横
渠
、
朱
熹
、
程
明
道
、
程
伊
川
、
司
馬
光
、
楊
誠
斉
等
々
を
代
表
と
す
る
排
仏
論
者
が
概
ね
優
勢
で
あ
っ
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た
。
彼
ら
の
多
く
は
韓
愈
の
排
仏
説
を
承
け
、
道
徳
、
思
想
、
社
会
、
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
論
争
を
繰
り
広
げ
、
仏
教
を
排

撃
し
た
。
そ
の
た
め
、
仏
教
に
精
通
す
る
儒
者
と
儒
教
に
通
ず
る
仏
者
、
所
謂
「
内
仏
外
儒
」、「
亦
仏
亦
儒
」
が
続
々
と
誕
生
し
た
。

宋
代
、
官
僚
の
子
弟
や
科
挙
の
落
弟
生
に
は
禅
門
に
入
門
し
て
出
世
を
目
指
す
者
が
ま
ま
見
ら
れ
た
。
禅
が
士
大
夫
階
級
に
多
く

の
信
奉
者
を
得
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
働
い
た
。
彼
ら
は
実
際
に
政
治
に
携
わ
る
官
僚
で
あ
っ
た
か
ら
、
儒
教
の

価
値
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
自
ら
の
信
奉
す
る
禅
と
儒
教
と
の
関
係
を
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
、
宋
・
張
商

英
の
『
護
法
論
』、
宋
・
顔
丙
の
『
如
如
居
士
語
録
』、
宋
・
圭
堂
居
士
の
『
仏
法
大
明
録
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
盛
ん
に
儒
禅

�
致
や
�
教
�
致
思
想
が
唱
導
さ
れ
た仼
。
そ
の
思
想
が
遼
、
金
、
元
の
文
人
に
も
受
け
継
が
れ
、
元
・
劉
謐
の
『
�
教
平
心
論
』
は

そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
耶
律
楚
材
の
詩
に
も
そ
の
�
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
文
集
巻
�
「
題
西
菴
帰
�
堂
」

（
西
菴
帰
�
堂
に
題
す
）
に
、

�
聖
真
元
本
自
同　
　

�
聖
の
真
元
本
自
ず
か
ら
同
じ
き
も

随
時
応
物
立
宗
風　
　

時
に
随
い
物
に
応
じ
て
宗
風
を
立お
こ

す

道
儒
表
裏
明
墳
典　
　

道
儒
表
裏
に
墳
典
を
明
ら
か
に
し

仏
祖
権
実
透
色
空　
　

仏
祖
権ご
ん

実じ
つ

に
色
空
を
透
る

�
聖
人
の
真
理
の
根
源
は
、
も
と
も
と
自
ず
か
ら
�
脈
相
通
じ
て
い
る
。
た
だ
随
時
、
物
に
応
じ
て
家
風
を
立
て
て
い
る
ば
か
り

で
あ
る
。
道
教
も
儒
教
も
互
い
に
関
わ
り
合
っ
て
�
墳
�
典
の
書
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
釈
尊
も
方
便
の
教
え
と
真
実
の
教
え
を
立

て
、
現
象
と
本
体
と
の
か
か
わ
り
を
透こ

え脱
ら
れ
た
。

こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
釈
迦
、
孔
子
、
老
子
�
聖
人
の
真
理
は
も
と
も
と
根
源
を
同
じ
く
し
、
時
に
従
い
物
に
応
じ
て
各
々
分
か

れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
道
教
の
�
派
で
あ
る
長
春
真
人
丘
処
機伀
を
代
表
と
す
る
全
真
教
が
宗
教
と
し
て
の
領
域
を
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超
え
、
政
治
に
ま
で
関
与
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
に
よ
り
、
耶
律
楚
材
は
全
真
教
と
対
立
の
姿
勢
を
見
せ
た
。
文
集
巻
�

の
「
答
楊
行
省
書
」（
楊
行
省
に
答
う
る
書
）、「
西
遊
録
序
」、「
辨
邪
論
序
」、「
寄
趙
元
帥
書
」（
趙
元
帥
に
寄
す
る
書
）、
巻
十
�

「
糠こ
う
げ
つ孼
教
民
十
無
益
論
序
」、「
釈
民
新
聞
序
」
の
ほ
か
、『
西
遊
録
』
に
お
い
て
は
全
真
教
を
全
面
的
に
攻
撃
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

道
教
の
教
え
そ
の
も
の
に
対
す
る
否
定
で
は
な
く
、
政
治
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
長
春
真
人
を
攻
撃
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
取
れ

る
。�

方
、
耶
律
楚
材
は
�
教
の
根
源
は
�
致
す
る
と
主
張
す
る
も
の
の
、
各
々
の
役
割
を
治
国
、
養
性
、
修
心
に
分
け
、
ま
た
こ
れ

と
異
な
る
説
を
断
じ
て
異
端
と
捉
え
て
い
る
。
文
集
巻
�
「
寄
趙
元
帥
書
」（
趙
元
帥
に
寄
す
る
書
）
に
「
若
夫
吾
夫
子
之
道
治
天
下
、

老
氏
之
道
養
性
、
釈
氏
之
道
修
心
、
此
古
今
之
通
議
也
。
舎
此
以
往
、
皆
異
端
耳
。」（
そ
れ
吾
が
夫
子
の
道
は
天
下
を
治
め
、
老
氏

の
道
は
性
を
養
い
、
釈
氏
の
道
は
心
を
修
め
る
が
ご
と
き
は
、
此
れ
古
今
の
通
議
な
り
。
此
れ
を
舎お

き
以
往
は
、
皆
異
端
の
み
）
と

述
べ
、
国
を
治
め
る
に
は
儒
教
を
用
い
、
個
人
の
精
神
修
養
に
お
い
て
は
道
教
、
空
虚
な
心
を
満
た
す
も
の
と
し
て
仏
教
を
用
い
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
耶
律
楚
材
が
儒
・
道
・
仏
�
教
を
兼
修
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
彼
が
仏
教
の
教
え
に
つ
い
て
は
、
心
を
満
た
し
、
精
神
の
安
定
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
見
な
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
文
集
巻
六
「
寄
用
之
侍
郎
」（
用
之
侍
郎
に
寄
す
）
の
序
文
に
、

予
謂
窮
理
尽
性
莫
尚
仏
。
済
世
安
民
無
如
孔
教
。
用
我
則
行
宣
尼
之
常
道
、
舎
我
則
楽
釈
氏
之
真
如
。
何
為
不
可
也
。

予
謂
え
ら
く
、
理
を
窮
め
性
を
尽
く
す
は
仏
に
尚ま
さ

る
莫
く
、
世
を
済
い
民
を
安
ん
ず
る
は
孔
教
に
如
く
は
無
し
。
我
を
用
い
れ

ば
則
ち
、
宣
尼
の
常
道
を
行
い
、
我
を
舎お

け
ば
則
ち
、
釈
氏
の
真
如
を
楽
し
む
。
何
す
れ
ぞ
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

と
、
政
治
と
宗
教
を
混
合
さ
せ
な
い
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
発
言
が
恩
師
の
万
松
老
人
の
不
興
を
か
っ
て
し
ま
い
、
批
判
さ

れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
文
集
巻
十
�
「
寄
万
松
老
人
書
」（
万
松
老
人
に
寄
す
る
書
）
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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嗣
法
弟
子
従
源
、
頓
首
再
拝
。
師
父
丈
室
、
承
手
教
。
諭
及
弟
子
有
「
以
儒
治
国
、
以
仏
治
心
」
之
語
、
近
乎
破
�
作
�
、
屈

仏
道
以
徇
儒
情
者
。
此
亦
弟
子
之
行
権
也
。

嗣
法
の
弟
子
従
源
、
頓
首
再
拝
す
。
師
父
丈
室
よ
り
、
手
教
を
承
る
。
弟
子
に
「
儒
を
以
て
国
を
治
め
、
仏
を
以
て
心
を
治
む
」

の
語
有
る
に
論
及
せ
ら
る
。
�
を
破
り
�
と
な
す
に
近
き
か伃
。
仏
道
を
屈
め
以
て
、
儒
情
に
徇
う
者
、
こ
れ
も
ま
た
弟
子
の
行

権
な
り
。

恩
師
と
の
真
正
面
か
ら
の
対
立
を
避
け
な
が
ら
も
、
政
治
の
上
で
は
儒
家
的
治
国
を
第
�
と
し
、
仏
教
は
あ
く
ま
で
も
心
を
安
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
の
政
治
活
動
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
元
朝
の
政
治
姿
勢
で
も
あ
る
。
政
治
と

宗
教
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
が
存
在
す
る
元
朝
に
お
い
て
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
彼
は
政
治
家
と
し
て
、
徴
収

課
税
使
を
設
置
し
、
交
鈔
の
発
行
額
を
制
限
し
、
賦
税
の
徴
収
額
を
制
定
し
た
ほ
か
、
科
挙
を
復
活
さ
せ
、
儒
臣
登
用
及
び
教
育
制

度
を
整
え
、
漢
文
化
を
残
す
こ
と
に
努
め
た
。
そ
し
て
、
政
治
の
権
力
を
駆
使
し
て
寺
院
を
補
修
し
、
祝
国
開
堂
を
さ
せ
た
の
も
、

官
僚
と
し
て
の
自
覚
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
よ
り
も
政
治
理
念
を
優
先
す
る
官
僚
意
識
で
あ
る
と
言
っ
て

も
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
ば
、
耶
律
楚
材
に
と
っ
て
、
仏
教
は
知
識
・
教
養
の
�
環
で
あ
る
と
共
に
、
自
ら
の
精
神
の
安
定
を

求
め
る
手
段
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

終
わ
り
に

耶
律
楚
材
の
宗
教
観
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
知
識
・
教
養
と
し
て
の
宗
教
で
あ
り
、
宋
代
の
禅
仏
教
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ

る
と
見
て
取
れ
る
。
耶
律
楚
材
の
禅
仏
教
へ
の
深
い
造
詣
は
、
詩
に
お
け
る
比
喩
的
、
象
徴
的
な
表
現
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
彼
が
受
容
し
た
仏
教
の
教
え
と
は
、
仏
教
の
説
く
�
世
因
果
、
霊
魂
不
滅
、
諸
法
無
我
、
生
死
即
涅
槃
等
で
は
な
い
。
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耶
律
楚
材
が
仏
教
に
求
め
た
の
は
、
無
欲
恬
淡
な
禅
的
境
地
に
お
け
る
精
神
的
安
定
、
心
の
安
ら
ぎ
で
あ
り
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に
、

禅
仏
教
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
見
方
を
換
え
て
言
う
な
ら
ば
、
彼
は
仏
教
の
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
混
乱
し
た
現
実
世
界
に
お
い
て
よ
り
良
い
生
き
方
を
模
索
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
耶
律
楚
材
は
儒
教
と
仏
教
に
関
し
て
終
始
�
貫
し
て
「
以
儒
治
国
、
以
仏
治
心
」、「
以
吾
夫
子
之
道
治
天
下
、
以
吾
仏
之

教
治
�
心
」
と
主
張
し
て
い
る
。
作
品
の
中
に
お
い
て
、
儒
教
と
仏
教
の
�
者
を
何
ら
か
の
形
で
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
政
治
活
動
に
お
い
て
、
不
殺
生
の
精
神
を
発
揚
し
、
民
族
的
差
別
の
撤
廃
を
実
施
し
た
こ
と
に
、

仏
教
思
想
を
世
法
に
活
か
し
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
儒
教
的
国
家
体
制
の
も
と
、
貫
禄
名
利
の
欲
望
に
捉
わ
れ
な
い
禅
的

思
想
を
持
つ
者
に
、
理
想
的
な
政
治
指
導
者
の
姿
を
見
て
お
り
、
そ
こ
に
自
分
の
価
値
を
求
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

注
（
1
）　

青
木
弥
生
「
長
春
真
人
と
耶
律
楚
材 ―

 
元
代
道
仏
論
争
の
遠
因
」（『
東
海
史
学
』
十
�
号　

�
�
�
�
年
）、
羅
賢
佑
「
儒
釈
思
想
影
響

与
耶
律
楚
材
的
心
路
歴
程
」（『
民
族
研
究
』　

�
�
�
�
年
）、
麼
書
儀
「
面
対
仏
道
�
教
的
耶
律
楚
材
」（『
文
学
評
論
』　

�
○
○
○
年
）、
強

琛
「
略
論
金
末
元
初
的
�
教
関
係 ―

 

以
万
松
老
人
、
耶
律
楚
材
和
丘
処
機
為
例
」（『
長
江
大
学
学
報
』　

�
○
○
�
年
）
等
。

（
2
）　
『
湛
然
居
士
文
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
『
�
部
叢
刊
』
本
（
商
務
印
書
館　

�
�
�
六
年
）、
文
淵
閣
『
�
庫
全
書
』
本
、『
漸
西
村
舎
彙
刊
』

本
が
あ
り
、
ま
た
『
�
部
叢
刊
』
本
を
底
本
と
し
、『
漸
西
村
舎
彙
刊
』
本
を
参
照
し
た
謝
方
の
『
湛
然
居
士
文
集
』 （
中
華
書
局　

�
�
�
六

年
） 

が
あ
る
。
訳
注
に
は
『
�
部
叢
刊
』
本
に
基
づ
い
て
訳
さ
れ
た
飯
田
利
行
の
『
定
本
湛
然
居
士
文
集
訳
』（
国
書
刊
行
会　

�
�
�
�
年
）

が
あ
る
。
本
稿
は
謝
方
『
湛
然
居
士
文
集
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　
『
西
遊
録
』
は
�
�
�
�
年
の
�
月
に
作
ら
れ
、
西
征
の
途
中
で
見
聞
し
た
も
の
と
、
長
春
真
人
丘
処
機
を
非
難
し
た
発
言
が
記
録
さ
れ
、

中
央
ア
ジ
ア
で
の
実
体
験
を
伝
え
た
見
聞
資
料
と
し
て
、
有
名
な
�
書
で
あ
る
。『
西
遊
録
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
向
達
に
よ
る
校
注
本
が
「
中
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外
交
通
史
籍
叢
刊
」（
中
華
書
局　

�
�
�
�
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
元
の
盛
如
梓
の
『
庶
斎
老
学
叢
談
』
節
本
、
日
本
宮
内
庁
図

書
寮
蔵
足
本
が
あ
る
。
訳
注
に
は
中
野
美
代
子
『
耶
律
楚
材
西
遊
録
』（
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
十
�　

筑
摩
書
房
�
�
六
�
年
）
と

内
田
吟
風
『
元
耶
律
楚
材
著
「
西
遊
録
」
訳
注
』（『
朔
風
』
�
、
�
�
六
�
年
）、
松
崎
光
久
『
耶
律
楚
材
文
集
』
中
国
古
典
新
書
続
編
�
�

（
明
徳
出
版
社　

�
○
○
�
年
）
が
あ
る
。

（
4
）　

忽
滑
谷
快
天
『
禅
学
思
想
史
』
下
巻
（
玄
黄
社　

�
�
�
�
年
）
第
六
編
「
禅
道
変
衰
の
代
」
の
第
�
章
「
万
松
門
下
並
び
に
径
山
妙
高
」

に
お
い
て
万
松
老
人
の
風
格
と
著
書
、
教
説
、
入
寂
年
代
及
び
法
系
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
万
松
老
人
（
�
�

六
六―

�
�
�
六
）、
俗
姓
は
蔡
、
名
は
行
秀
。
河
内
（
河
南
省
懐
慶
府
河
内
県
治
）
の
人
。
幼
く
し
て
邢
州
（
河
北
省
直
隷
順
徳
府
邢
臺
県

治
）
浄
土
寺
で
出
家
し
、
贇
公
に
師
事
し
、
具
戒
の
後
燕
京
の
慶
寿
寺
で
勝
黙
光
に
参
じ
た
。
そ
の
後
、
磁
州
（
河
南
省
）
の
大
明
寺
に
上
り

雪
巌
満
（
？―

�
�
○
六
）
に
参
じ
、
得
法
し
て
邢
州
浄
土
寺
に
戻
り
、
万
松
軒
と
い
う
庵
を
結
ん
で
住
し
た
。
金
の
明
昌
�
年
（
�
�
�
�

年
）
に
章
宗
に
招
か
れ
宮
中
に
て
説
法
し
、
承
安
�
年
（
�
�
�
�
年
）
に
詔
を
奉
じ
て
大
都
（
大
定
府
）
仰
山
の
棲
隠
寺
に
移
り
住
む
が
、

次
に
報
恩
寺
に
入
り
、
元
の
太
宗
�
年
（
�
�
�
○
年
）
に
勅
を
奉
じ
て
中
都
の
万
寿
寺
の
主
と
な
る
が
、
後
に
再
び
燕
京
報
恩
寺
に
移
る
。

万
松
は
天
資
英
利
、
百
家
の
学
に
精
通
し
、
�
度
蔵
経
を
閲
し
、
恒
に
華
厳
を
業
と
し
た
。
晩
年
、
従
容
菴
に
退
き
、
耶
律
楚
材
の
請
を
受
け
、

宏
智
正
覚
（
�
○
�
�―

�
�
�
�
）
の
「
頌
古
百
則
」
を
評
唱
し
て
『
従
容
録
』
を
成
し
、
ま
た
拈
古
百
則
を
評
唱
し
て
『
請
益
録
』
を
成

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
『
祖
燈
録
』
六
十
�
巻
、『
釈
氏
新
聞
』、『
鳴
道
集
』、『
辨
宗
説
心
経
』、『
風
鳴
禅
悦
法
喜
集
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

（
5
）　

耶
律
楚
材
が
中
都
陥
落
後
、
仏
門
に
入
っ
て
万
松
老
人
の
も
と
で
修
行
し
た
こ
と
は
、
神
道
碑
に
も
、
元
史
列
伝
に
も
見
え
な
い
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
陳
垣
は
「
耶
律
楚
材
父
子
信
仰
之
異
趣
」（『
燕
京
学
報
』　

�
�
�
六
年
第
六
期
）
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
6
）　

原
文
「
楚
材
『
博
極
群
書
、
旁
通
天
文
、
地
理
、
律
暦
、
術
数
及
釈
老
医
ト
之
説
、
下
筆
為
文
如
宿
構
者
』。
但
仕
金
僅
為
左
右
司
員
外
郎
、

由
是
郁
郁
不
得
志
、
遂
皈
依
仏
門
。」

（
7
）　

道
端
良
秀
『
中
国
仏
教
史
全
集
』
第
�
巻
「
中
国
仏
教
通
史
」（
書
苑　

�
�
�
�
年
十
�
月
）

（
8
）　

飯
田
利
行
『
定
本
湛
然
居
士
文
集
』（
国
書
刊
行
会　

�
�
�
�
年
）
に
よ
れ
ば
、「
太
陽
十
六
題
」
は
、
宋
・
大
陽
警
玄
（
�
�
�―

�
○

�
�
）
が
浮
山
法
遠
（
�
�
�―

�
○
六
�
）
の
「
十
六
題
」
に
な
ら
っ
て
学
人
説
得
の
た
め
に
示
し
た
宗
門
の
玄
旨
で
あ
る
。

（
9
）　

柳
田
聖
山
『
禅
と
日
本
文
化
叢
書
』
巻
�
「
禅
と
文
学
」
に
収
め
ら
れ
た
玉
村
竹
�
「
禅
と
�
山
文
学
」（
ぺ
り
か
ん
社　

�
�
�
�
年
�
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月
）。

（
10
）　

田
上
太
秀
・
石
井
修
道
『
禅
の
思
想
辞
典
』（
東
京
書
籍　

�
○
○
�
年
六
月
）

（
11
）　

新
井
勝
龍
「
人
間
と
道
元
禅 ―

 

偏
正
�
位
思
想
を
媒
介
と
し
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
�
十
六
号　

�
�
�
�
年
十
月
）

（
12
）　

任
継
愈
著
、
古
賀
秀
彦
・
塩
見
敦
郎
・
西
尾
賢
隆
・
沖
本
克
己
訳
『
中
国
仏
教
思
想
論
集
』（
東
方
書
店　

�
�
�
○
年
十
月
）

（
13
）　

王
国
維
「
耶
律
文
正
公
年
譜
」
は
『
王
国
維
遺
書
』（
商
務
印
書
館　

�
�
�
○
年
）
に
付
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

牟
子
の
『
理
惑
論
』
の
著
者
と
著
述
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
従
来
多
く
の
異
論
が
あ
る
。
梁
啓
超
は
東
晋
宋
間
の
偽
作
説
を
出
し
、
常
盤

大
定
は
宋
の
治
城
寺
慧
通
が
牟
子
と
い
う
人
物
に
仮
託
し
て
の
偽
作
で
あ
る
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ぺ
リ
オ
は
後
漢
末
成
立
を
主
張
し
、
福
井
康

順
は
�
国
呉
の
中
期
成
立
を
論
じ
て
い
る
。

（
15
）　

伊
吹
敦
『
禅
の
歴
史
』（
法
蔵
館　

�
○
○
�
年
）。

（
16
）　
『
元
史
』
巻
�
○
�
、『
新
元
史
』
巻
�
�
�
、『
元
史
類
編
』
巻
�
�
に
伝
が
あ
る
。
丘
処
機
（
�
�
�
�―

�
�
�
�
）、
字
は
通
密
、
号

は
長
春
真
人
。
全
真
教
の
開
祖
王
重
陽
の
高
弟
で
、
金
の
章
宗
に
招
か
れ
て
燕
京
に
赴
き
、
金
朝
で
は
初
例
と
な
る
法
師
号
を
授
与
さ
れ
る
。

そ
の
後
は
専
ら
、
棲
霞
県
の
太
虚
観
に
住
し
、
金
の
宣
宗
と
南
宋
の
寧
宗
か
ら
の
招
請
を
固
辞
し
て
い
た
が
、
�
�
�
�
年
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の

招
請
に
応
じ
、
�
年
後
の
�
�
�
�
年
に
弟
子
十
�
人
を
伴
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
の
宿
営
地
を
訪
れ
る
。
そ
れ
を
機
に
全
真
教
は
飛
躍
の
と
き
を

迎
え
る
。

（
17
）　

飯
田
利
行
『
定
本
湛
然
居
士
文
集
譯
』（
国
書
刊
行
会　

�
�
�
�
年
）
に
よ
れ
ば
、「
破
�
作
�
」
と
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
�
乗
（
小
乗
）

の
見
解
を
打
破
し
て
菩
薩
の
大
乗
の
趣
意
を
表
す
と
い
う
教
説
で
あ
る
。

 

（
は
く　

れ
ん
け
つ
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
博
士
後
期
課
程
）　




